
指標：

事務事業の
性格

類型

平成 16 年度 終了(予定)時期 平成 年度 会計区分

　Ⅰ-２　投入量

No. 区分 H20年度決算 H21年度決算 Ｈ２２年度決算 H23年度予算 H24年度予算

① 　事業費 （千円） 230 375 168 332 332 
（千円） 34 24 34 30 

140 224 160 170 128 
77 48 41 

56 50 8 80 80 

①’ 委託料 53 
② （％） 16.0%

③ 　人件費（24年度は見込） （千円） 7,927 7,796 3,003 1,955 1,955
職員(課長級） （人） 0.11 0.11 0.03 0.01 0.01
職員(課長補佐級、係長級） （人） 0.30 0.30 0.10 0.10 0.10
職員(係員） （人） 0.40 0.40 0.20 0.10 0.10
嘱託職員等人件費 （千円）

④ 　年間経費（①＋③） （千円） 8,157 8,171 3,171 2,287 2,287 
⑤ 　特定財源（市税等の一般財源以外） （千円）      

（千円）

（千円）

その他( )（千円） 　

⑥ 　京都市年間負担経費（④－⑤） （千円） 8,157 8,171 3,171 2,287 2,287 
⑦ 　受益者負担率（受益者負担分÷④） （％） 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

活　動
内　容

対　象

　委託料が事業費に占める割合（①’÷①）

国庫・府支出金

年間経費等推移

KESステップ1取得構築講座

需用費

（どのような手段で）

報償費

（どのような状態にしたいのか）

　本市域における温室効果ガス排出削減に向けて，京都市地球温暖化対策条例，京都市地球温暖化対策計画の
中で，事業者における環境保全や省エネ・省資源等の環境に配慮した取組を推進している。そのため，環境に
配慮した事業活動に取り組むために有効な仕組みであるＫＥＳ・環境マネジメントシステムの普及促進のため
の説明会などを実施し，認証取得の促進を図る。

その他

事
業
概
要

332 
 ■ 直営

 □ 部分委託

 □ 部分補助等

■　一般会計　　　□　特別会計

　本市域における温室効果ガス排出削減目標の達成に向け，事業者等が，ＫＥＳ認証取得による省エネ，省資
源，ごみの減量及びリサイクル等の取組などの環境に配慮した活動の促進を図る。

開始時期

目　　的

事務事業評価票 1012010No.

　Ⅰ-１　事業の概要

A　一般型（平成２２年度分）

通常評価

平成23年度

Ⅰ　事業の概要

　市内中小企業者など事業者，市立小中・総合支援学校

（誰を，何を）

受益者負担分(使用料, 手数料等)

 □ 全部補助等

京都市地球温暖化対策条例，京都市地球温暖化対策計画 □　義務的事業　　■　任意的事業

３　イベント・講座・普及啓発

使用料及び賃貸料

環境政策局環境企画部環境管理
課

168 
現状のまま継続

２１３－０９３０

 □ 全部委託

環境管理課長　宇高史昭

(連絡先)

省エネルギー型事業活動の推進
（ＫＥＳ認証取得の促進）

２２決算額
（千円）

２３予算額
（千円）

今後の方向性 ２４予算額
（千円）

目標達成度評価

332 

ＫＥＳ認証取得件数（累計）

(評価票作成者)

実施根拠
(法令，条例，
規則，要綱等)

所管局部課等
事務事業名

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ

委託(補助)先の名称，委託(補助)の内容

業務運営方法

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%110%120%

H20年度

H21年度

Ｈ２２年度

かなり悪い 悪い 普通 良い かなり



２/２　ページ

事業名

　Ⅱ-２　業績評価（Ⅱ-１　市民と行政の役割分担評価は「通常評価」のため省略）

単位 H20年度 H21年度 Ｈ２２年度 H23年度 H24年度

件 620 740 850 960 965
件 610 659 930
％ 98.4% 89.1% 109.4%

評価 良い 良い かなり良い

人

人

％

評価

総合評価

指標名 適用年度 単位

指標名 適用年度 単位

No. 単位 H20年度 H21年度 Ｈ２２年度

① 件 89 49 271 
② 千円 8,157 8,171 3,171 
③ 円/単位 91,653 166,746 11,703 
④ +81.9% -93.0%

＜現状分析，今後の方針等＞

Ｃ 市民参加度

＜調査の有無＞ ＜調査結果，現状分析等＞

＜調査方法＞ ＜調査時期＞

＜現状分析，今後の方針等＞

分　　析

単位当たり経費（②÷①×1,000円）

ＫＥＳ認証取得件数（年間）

Ｂ 効率性 年間経費（事業費及び人件費の合計額）

単位当たり経費変動率

評価

指標の選択理由

指標変更
の有無

□ 有　■ 無

平成23年度
（平成２２年度分）

Ⅱ　評価結果

増加することが良いとされる指標

区分

目標値　…①

実績値　…②

省エネルギー型事業活動の推進
（ＫＥＳ認証取得の促進）

Ａ 目標達成度

目標達成度（②÷①）

指標名

指標１
ＫＥＳ認証取得件数（累計）

指標の種類

目標値　…①

実績値　…②

目標達成度（②÷①）

□ 有　■ 無

分　　析

＜実績値の変動理由等＞

　ＫＥＳ認証取得件数は，学校版（260件）の加算により大幅な増が見られたが，学校版を除いた純増加件数は１１件と伸び
悩んでいる。

指標変更
の有無

指標の種類

指標２

区分

目標値設定の考え方

指標２

指標１

　平成23年度の実績値は，KES学校版を含め945件の見込みである。
従来どおりの学校版を除いた直近の2年間の純増加件数（H22年度11
件，H23年度23件）の平均は17件であるが，平成24年度の目標値
は，平成23年度の見込み（945件）に20件を上乗せした値とする。

　ＫＥＳ認証取得事業所の増加により，環境に配慮した活動の推進を
図る。

かなり悪くなった かなり良くなった

＜コスト変動の理由等＞

平成２１年度と比べ，平成２２年度の活動実績が増加したため効率性が良くなった。

実施段階　□高　■中　□低　□無

企画段階　□高　■中　□低　□無

平成23年度は,新たな取組として京都商工会議所と共催で6月にセミナーを開催するなど事業者のKES認証取得の促進
を図った。今後も市内事業者に対してチラシの配布,説明会の開催を行なう。

市会・監査・
外部機関等か
らの指摘

評価段階　□高　□中　■低　□無

Ｄ 市民満足度
　□有　　□無　　■該当しない

　説明会については，京都商工会議所等と協力して開催する。

現状のまま継続

（今後の方向性の理由及び具体的な内容）

平成23年度は，新たな取組として京都商工会議所と共催でセミナーを開催し，事業者のKES認証取得
の促進を図った。しかし，今般の経済の悪化等から市内事業者が8件減，本市関係機関の統廃合により
学校版KESが8件減，まち美化事務所が3件減となり，認証取得の純増加件数は23件にとどまっており，
平成24年度は，セミナーを引き続き実施するとともに，新たに導入準備講座として構築講座を開催し，
認証取得件数の拡大を図る。

Ｅ 環境保全
及び環境負荷
軽減の要素

 ■　環境　　□　関連　　□　一般 　業界・組合等に対して，説明会の開催とともに直接訪問等により普及啓発を図ってい
く。

Ⅲ　今後の方向性

平成２３年度
の実施状況


